
発行：日本共産党北海道議会議員　丸山はるみ事務所　〒047-0032　小樽市稲穂１-12-205　　ＴＥＬ 64-5591　ＦＡＸ 64-5592　　メールアドレス：jcp-maruyama@harumi7013.com 道議団
ホームページ

道政報告
2025年2月号

ホームページ Facebook X（旧Twitter） Instagram

いきいき通信丸山はるみ №21
―日本共産党 北海道議会議員―

丸山はるみ

道民生活守る｢緊急要望｣物価・エネルギー価格高騰対策

　日本共産党北海道議団は、昨年12月25日に物価・エネルギー価格高騰から道
民生活を守るために、緊急の対策を講じるよう鈴木直道知事に申し入れました。
　道民生活・生活困窮者対策、医療・介護など社会福祉分野、中小企業などの事
業者支援など、14項目を要望しました。

食
料
品
の
値
上
げ
で
、
学
校
給

食
や
病
院
は
公
定
価
格
（
国
が
定

め
た
価
格
）
の
範
囲
内
で
対
応
す

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
議
団
は
「
医
療
や
介
護
の
現

場
で
も
業
務
材
料
の
高
騰
が
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
」
と
経
営
実
態

を
告
発
。「
食
料
品
、
医
療
材
料

の
高
騰
に
対
す
る
支
援
と
と
も

に
、
今
こ
そ
主
食
に
対
す
る
支
援

が
必
要
な
時
期
」
と
強
調
。

最
低
賃
金
対
策
強
化
を

丸
山
は
る
み
道
議
は
、
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
後
、
米
や
ガ
ソ
リ

ン
代
、
灯
油
代
の
値
上
が
り
の
影

響
を
述
べ
、「
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
見
直
し
と
と
も
に
、
中
小
企

業
へ
の
支
援
策
の
強
化
が
必
要
。

最
低
賃
金
が
あ
が
れ
ば
全
て
の

労
働
者
の
給
与
水
準
が
上
が
っ
て

い
く
。
取
り
組
み
の
強
化
を
」
と

訴
え
ま
し
た
。

鈴
木
知
事
は
「
様
々
な
要
望
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
厳
し
い
状

況
下
の
道
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
、
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
原
価
の
影
響
の
緩
和
に
努

め
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

物
価
高
騰
、
学
校
・
病
院

対
応
で
き
ず

鈴木知事 (右端 ) に要望書を提出する
(左から )丸山・真下両道議

物価高騰による暮らしへの影響に
ついて、知事に訴える丸山道議

教員を増員して「いじめ･不登校」への対応を
２
０
２
３
年
度
、
北
海
道

で
は
い
じ
め
認
知
件
数
、
不

登
校
生
徒
数
と
も
に
過
去
最

高
を
更
新
し
ま
し
た
。
道
教

委
は
、
い
じ
め
件
数
に
つ
い

て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ

り
児
童
生
徒
の
見
守
り
が
丁

寧
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
不
登
校
に
つ
い
て

は
休
養
の
必
要
性
を
明
示
し

た
趣
旨
の
浸
透
や
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
る
も
の
と
見
解

を
示
し
て
い
ま
す
。

丸
山
道
議
は
、
重
大
案
件

（
い
じ
め
に
よ
り
、
命
、
心

身
又
は
財
産
に
重
大
な
被
害

が
生
じ
た
疑
い
が
あ
る
）が
、

な
く
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
懸
念
が
あ
る

と
指
摘
し
ま
し
た
。

教
職
員
は
、
専
門
家
関
係

機
関
と
チ
ー
ム
を
組
み
、
役

割
分
担
で
児
童
生
徒
へ
の
支

援
に
当
た
っ
て
い
る
他
、
い

じ
め
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
の
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
一
方
、
児

童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
確

保
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

丸
山
道
議
は
、
い
じ
め
・

不
登
校
へ
の
対
応
に
は
教
師

と
生
徒
が
対
面
す
る
時
間
の

確
保
が
な
に
よ
り
必
要
と
、

教
員
の
増
員
を
求
め
ま
し

た
。道

教
委
は
、
人
材
の
一
層

の
確
保
が
必
要
と
の
認
識
を

示
し
な
が
ら
も
、
教
職
員
定

数
配
置
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
国
に
対
し
強
く
要
望
し

て
い
く
と
、
こ
れ
ま
で
の
答

弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　道教委は道立学校の冷房設備について、25校の特別支援学校と幼稚部、小中
学校を有する学校を優先的に整備し、高等学校については校舎の老朽化に伴う大
規模改造計画に合わせて整備を行っていく方針です。2024年度大規模改造計画
の設計校は5校で2027年度から空調設備が使用開始予定です。しかし、すでに
改造工事に着手した高校については冷房設備の整備工事が次期の大型工事までさ
れないことがわかりました。大規模工事は建築後20年と35年をめどに実施、そ
の後の工事は47年目になります。

　丸山はるみ道議は、工事に着手した高
校で空調設備工事のための設計変更を行
なわなかった理由を質しました。
　道教委は設計変更で工事に遅れが出る
と弁明し、暑さ対策については、2024
年7月までに全道立高校の普通教室に簡
易型空調機器を整備していると答弁。
　丸山道議は「次の大規模工事まで何年

も待たされる。熱中症での
保健室利用、救急搬送が増
えている事を重く受け止
め、大規模改造待ちの冷房
設備の整備方針の見直しと
ともに、簡易型空調機器ではなく、業務
用クーラーの設置推進を進めるべき」と
強調しました。



　お正月が明けて始めの公務は、小樽市公設
水産地方卸売市場の〝初競り式〟。
　昨年と違い、今年はシケのため水揚げはな
し。関係者が ｢今まさに船が出たところで、
明日に期待｣ と挨拶されました。
　小樽市長からは、海洋環境の変化とともに
｢魚食離れ｣ の懸念も示されました。
　小樽の海と漁業者に感謝し、新鮮な魚をお
いしくいただきましょう。

増
加
す
る

単
身
高
齢
者
世
帯

道
内
総
世
帯
数
２
７
４
万

世
帯
の
う
ち
高
齢
者
の
単
独

世
帯
は
36
万
１
千
世
帯
で
す

（
２
０
２
０
年
国
勢
調
査
）。

丸
山
道
議
は
、
単
身
高
齢

者
の
住
宅
探
し
が
大
変
に
な

っ
て
い
る
現
状
と
貸
主
の
懸

念
に
つ
い
て
北
海
道
が
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
質

問
し
ま
し
た
。

道
は
「
不
動
産
団
体
と
の

意
見
交
換
や
居
住
支
援
法
人

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
貸

主
側
の
不
安
と
し
て
孤
独

死
、
残
置
物
処
理
の
対
応
な

ど
が
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
入

居
者
側
の
課
題
と
し
て
、
地

方
部
で
の
物
件
確
保
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
」
と
認
識
を

示
し
ま
し
た
。

居
住
促
進
の
取
り
組
み

強
化
に
つ
い
て

住
宅
の
確
保
に
配
慮
を
要

す
る
者
へ
の
賃
貸
住
宅
の
供

給
促
進
を
目
的
に
し
た
取
り

組
み
と
し
て
、
居
住
支
援
協

議
会
、
居
住
支
援
法
人
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
の
登

録
等
が
あ
り
ま
す
。
丸
山
道

議
は
取
り
組
み
を
進
め
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

道
は
、
市
町
村
に
よ
る
居

住
支
援
協
議
会
の
設
置
へ
の

働
き
か
け
、
居
住
支
援
法
人

へ
の
適
切
な
指
導
監
督
に
努

め
る
と
し
ま
し
た
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住

宅
の
登
録
促
進
を

「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
法
」
の
改
正
で
は
、
死
後

の
残
置
物
処
理
の
居
住
支
援

法
人
へ
の
委
託
が
可
能
と
な

る
貸
主
の
不
安
軽
減
策
や
、

終
身
建
物
賃
貸
借
権
利
の
利

用
に
よ
り
、
賃
貸
契
約
の
相

続
が
な
く
な
る
等
、
住
民
の

利
用
の
可
能
性
が
広
が
り
ま

す
。丸

山
道
議
は
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
の
登
録
の
周

知
を
進
め
る
よ
う
強
く
求
め

ま
し
た
。
道
は
制
度
の
周
知

に
取
り
組
む
と
答
弁
し
ま
し

た
。

高齢者　住居探しが大変！
セーフティネット住宅の登録推進を

～水産市場で ｢初せり式｣ 新鮮な魚介を市民へ～

ケアマネジャーが見つからない？
｢蘭島小規模多機能ホームさくら｣が閉鎖に

事
業
所
ご
と
に
、
一
人

の
配
置
が
求
め
ら
れ
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

丸
山
は
る
み
道
議
と
大

物
翔
余
市
町
議
が
事
業
所

を
訪
問
し
、
奥
野
さ
ん
か

ら｢

蘭
島
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
さ
く
ら｣

の
閉
所

の
い
き
さ
つ
や
介
護
事
業

に
お
け
る
課
題
を
伺
い
ま

し
た
。

こ
う
し
た
介
護
事
業
所

で
は
、
必
ず
一
人
は
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

蘭
島
の
事
業
所
は
長

年
、
奥
野
さ
ん
の
母
親
が

運
営
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
数
年
前
か
ら
後
続
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
探
し

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
し

か
し
、い
く
ら
探
し
て
も
、

事
業
所
を
引
き
継
ぐ
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
、
事
業
所
閉
鎖
の
大

き
な
要
因
で
し
た
。

介
護
ヘ
ル
パ
ー
だ
け
じ

ゃ
な
い
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
の
人
材
不
足
も
深
刻

訪
問
ヘ
ル
パ
ー
の
人
材

不
足
に
つ
い
て
も
伺
い
ま

し
た
。

介
護
制
度
は
３
年
に
一

度
、
見
直
し
が
行
わ
れ
、

現
在
は
２
０
２
４
年
度
か

ら
の
第
９
期
の
真
っ
最
中

で
す
。

今
回
の
介
護
報
酬
の
見

直
し
で
、
訪
問
介
護
報
酬

は
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。
都
会
の
大
き
な
施
設

内
で
の
訪
問
介
護
も
、
町

村
の
移
動
距
離
が
長
い
訪

問
介
護
も
、
介
護
報
酬
は

同
じ
で
す
。

政
府
は
処
遇
改
善
加
算

が
あ
る
と
説
明
し
ま
す

が
、
利
用
し
に
く
い
制
度

で
あ
り
問
題
で
す
。

高
齢
者
の
生
活
を
支
え

る
専
門
職
と
し
て
、
正

当
な
評
価
を
求
め
る

一
部
に
は
、
未
だ
に
介

護
制
度
の
家
事
援
助
を
家

事
代
行
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ

と
考
え
る
向
き
も
あ
り
ま

す
。し

か
し
、
介
護
ヘ
ル
パ

ー
は
、
ゴ
ミ
箱
の
中
身
を

観
察
す
る
だ
け
で
も
〝
薬

を
き
ち
ん
と
服
用
し
て
い

る
か
、
栄
養
状
態
は
ど
う

か
〞
な
ど
、
利
用
者
の
暮

ら
し
ぶ
り
が
わ
か
る
と
い

い
ま
す
。

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支

え
る
介
護
制
度
が
、
人
材

不
足
に
あ
え
い
で
い
ま

す
。
専
門
職
と
し
て
十
分

な
処
遇
改
善
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

昨
年
11
月
に
丸
山
道
議
が
、
小
樽
蘭
島
地
域
を
訪
問
し
た
際
、
地
域
の
高

齢
者
の
生
活
を
支
え
て
い
た
介
護
事
業
所｢

蘭
島
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
さ

く
ら｣

が
営
業
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

年
末
が
押
し
迫
る
中
、
系
列
の｢

さ
く
ら
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
訪
問
介
護
事
業

所｣

の
管
理
者
で
あ
る
奥
野
潤
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

道 ｢部課長会｣ 構成員に無断でパーティ券購入か

　元日早々、道庁本庁の課長級以上の職員でつ
くる親睦組織である ｢部課長会｣ で、構成メン
バーの同意をとらないまま、会費から国会議員
の政治資金パーティ券を購入していたと報道が

ありました。
　日本共産党道議団は真相の解明と、万が一、
事実であった場合には、再発防止の要請をする
ことを道庁側に申し入れていました。　
　しかし９日、道は｢会は任意団体のため、道の
所管ではなく、要請を受ける調整がつかない｣
としました。
　同日、党道議団は記者会見を開き ｢任意団体
と言っても、道幹部の組織であり、疑念を抱か
ないようにするべき｣ と指摘しました。

会
見
す
る(

左
か
ら)

丸
山
・
真
下
両
道
議




